
笠

原

安

夫

林

木

種

子

の

貯

蔵

試

験

第

三

報

再

び

殺

斗

科

種

子

じ

就

き

て

農

事

博

士

近

藤

高

太

Jas 

て
緒

官

殻
斗
科
種
子
の
一
貯
識
は
困
難
な
り
・
此
種
子
の
貯
離
に
つ
込
て
は
.
第
一
一
報
。
に
於
て
報
告
し
た
る
が
却
く
、
そ
の
乾
燥
は
無
殻
有
容
な

h
v
・
袋
入
、
密
封
、
木
炭
添
加
、
木
友
混
合
、
生
石
友
混
合
、
酸
性
白
土
添
加
等
に
よ
る
も
、
何
れ
も
貯
離
に
数
集
な
き
を
見
た
り
。
而
し

て
是
等
の
種
子
を
深
く
土
中
に
川
砂
と
混
合
し
て
埋
土
ナ
れ
ば
、
一
ヶ
年
は
有
設
に
貯
蹴
し
得
、
叉
揺
氏

O
l五
度
に
冷
蔵
す
れ
ば
、
費
根

せ
し
も
り
を
も
利
用
す
れ
ば
、
ニ
ヶ
年
は
有
殻
に
貯
離
し
縛
る
を
見
た
h

少。

前
越
の
如
く
、

O
!五
度
に
冷
捕
す
れ
ば
、
た
と
ひ
ニ
ヶ
年
貯
蹴
し
縛
る
e
b
貯
蔵
中
に
大
部
分
は
登
極
し
、
叉
川
砂
ど
共
に
埋
土
貯
蔵
す

れ
ば
又
一
・
グ
年
有
放
な
る
替
、
そ
の
聞
に
褒
芽
粒
多
し
・
か
く
の
如
く
貯
蹴
中
に
費
芽
せ
る
も
の
多
き
故
に
、
設
に
未
島
民
芽
の
扶
態
に
於
て

貯
離
す
る
に
は
、
如
何
な
る
欣
態
に
於
て
貯
蹴
す
べ
き
か
ピ
進
ん
で
研
究
を
要
す
る
重
要
事
項
と
一
五
ふ
ぺ
し
・
そ
の
矯
め
に
、
種
子
貯
臓
に

遁
嘗
な
る
関
係
渦
度
を
見
出
さ
ん
と
し
て
、
次
に
通
ぶ
る
が
如
き
三
回
の
試
胎
を
繰
り
返
し
行
ひ
た
り
。

続
本
語
鹿
子
の
貯
厳
H

嗣・第
三
値
幅

五
二



総
本
穂
子
の
貯
蔵
誠
陸
軍

第
一
二
搬

，五

=
、
第

誌

駿

〈
昭
和
一
四
年
一
一
月
)

-回

• 

一
、
試

料

昭
和
一
四
年
秋
産
の
ク
ヌ
ギ
、
ア
カ
ガ
シ
、
シ
ラ
ガ
シ
の
種
子
を
岡
山
牒
久
米
郡
犬
掛
和
村
杉
山
通
夫
氏
の
斡
旋
に
よ
り
て
取
り
寄
せ
、

と
れ
を
試
料
と
し
て
、
昭
和
一
四
年
一
一
月
一
三
日
に
貯
蹴
を
開
始
せ
り
。

二
、
貯

雄、E

，

第
二
報
。
に
記
述
し
た
る
と
同
様
に
、
ウ
イ
ル
ソ
シ
の
方
法
に
よ
り
て
、
一
五

O
U
の
硫
酸
デ
シ
ケ
1
タ
1
中
の
聞
係
漁
度
を
調
節
し
、

方

法

そ
の
中
に
ク
ヌ
ギ
種
子
約
二
五

O
gを
単
調
に
、
叉
ア
カ
ガ
bv
は
五
O
g宛
を
、
第
二
報
に
辿
ペ
し
杉
種
子
と
共
に
貯
で
シ
ラ
ガ
シ
は
七

o
g宛
槍
種
子
と
共
に
貯
蔵
し
た
り
。

三
、
貯

蹴

果

結

貯
蹴
嘗
初
に
既
に
費
芽
し
た
る
粒
を
除
き
て
貯
蹴
せ
少
。
翌
年
四
月
に
一
度
そ
の
貯
蹴
中
の
種
子
航
態
を
調
益
し
、
再
び
一

O
月
中
旬
に

• 
取
出
し
て
検
査
せ
り
。
そ
の
結
果
は
第
一
報
の
如
し
・

第
一
表
に
よ
れ
ば
、
ク
ヌ
ギ
一

ooun世
間
度
匿
の
も
の
は
、
徹
を
大
に
費
生
し
て
、
貯
掛
中
伊
丹
殆
ん

E
皆
費
芽
せ
り
(
第
一
、
二
国
v
。

そ
の
幼
植
物
は
皆
枯
死
せ

そ
の
水
分
合
量
は
貯
蔵
嘗
初
よ
り
増
加
せ
り
。

九
O
d
w渦
度
匝
の
も
の
は
こ
五
%
位
貯
蹴
中
に
費
芽
せ
る
が
、

hv.
向
未
殻
芽
粒
は
腐
敗
し
て
費
芽
せ
歩
。
弐
に
闘
係
禍
度
八
O
u
n匝
の
種
子
は
費
芽
せ
し
幼
植
物
の
中
若
干
は
倫
生
育
せ
り
。
叉
未
稜
芽

粒
の
中
に
は
二
五
%
が
置
床
後
輩
芽
せ
り
。
此
に
此
匿
の
貯
蹴
結
果
は
柑
々
良
好
と
一
五
ム
ベ
し
・
そ
の
合
水
量
は
九
o
d
F
漁
度
直
に
於
て
も



貯
職
首
靭
よ
り
減
少
す
る
を
見
た
る
が
故
に
、

八

O
M直
に
於
て
も
首
然
水
分
は
減
少
ゆ

5
。

関
係
漁
度
七
O
U河
直
は
約
一
四
%
貯
轍
中
に
費

茅
せ
る
が
、
是
等
は
後
に
枯
死
し
て
居
り
、
品
開

米
奮
芽
粒
は
全
部
乾
燥
に
過
ぎ
て
費
芽
せ
ざ
り

き
。
六
O
d
m以
下
の
閥
係
渦
度
に
於
で
は
貯
蹴

中
瑳
芽
す
る
も
の
無
し
。
叉
未
蛍
芽
粒
も
乾
固

IC ......的闘し
貯 3? 最係て
械 ZL も禍費
せ時良 11f.芽
ら×好八力
れ巴1!:i2I亡 O を
し司叫し%失
がコプてのひ
如二、 中 た
l;; 11 貯 Ir::り

ゅ蹴貯
八~種へ此
O が 子し結
必 一中種果
漁ケの予に
度 年こが.よ
よ有六・比れ
り殻%較ば

も
漁
度
高
き
も
低
き
も
共
に
貯
蹴
に
遡
せ
や
。

(
第
三
闘
)

ア
カ
ガ
シ
、

シ
ヲ
M
N

シ
も
貯
叫
問
中
に
費
芽
せ

し
粒
及
徹
に
俊
さ
れ
し
般
態
は
大
樟
ク
ヌ
ギ
と

品
柿
木
猶
予
の
貯
蔵
鼠
厳

療
三
国
胃

クヌギ種子の貯蔵と関係揖度との開係

貯蔵中15年'4周 昭 利 15 .年 10 局

自関民係度
一 一一F

50 粒 来援芽 未設ヲF
ft芽位 iItの混生 粒努歩のZ合聖 粒の水 徹の Z更生

震芽粒禾授芽位 分含量

'‘ 
持

'‘ 大Z設量生す粒未だ生1∞ 45 大震生 47(徹〉 3 一 41.5 容芽もあ句
釦 11 授 生 12(枯る〉 調 。 2'7.6 少し俊生

旬 9 愛生なし
13(格る〉 32 お お.1 h 5(生仔〉

70 2 " 7(絡る〉 43 。 包 6 Z費生なし

印 。
" 

。 回 。 15.7 " 
国 。 h 。 回 。 12.4 " 
40 。

" 
。 国 。 11-4 " 

卸 。 h 。 50 。 8.9 11 

20 。
" 

。 日 。 8.5 H 

15 。 時 。 回 。 7.8 " 
10 。

" 
。 50 。 7.1 h 

5 。
" 

。 国 。 6.1 " 
2 。 h 。 回 。 4.6 冒

0.6 。 h 。 50 。 4.2 " 
0.3 。 h 。 回 。 3.1 " 

第 1回試験第1表

五三一一一

室温貯蔵.

貯厳開鎗倉時昭利14年11周に於ける畿努tI1合95%、含2f<量~.O%なりb

(1) 

(2) 

剣考



総
本
信
子
の
貯
蔵
鼠
厳

第
三
鰻

第 1固第1回試験

100~閥係漁度直IC於ける殻芽及徹

の費生紙況

五一一随一

昭和15年 9周28日撮彫

同
様
怠
れ
ど
も
、
貯
轍
中
に
費
芽
せ
る
も
の
は
ク
ヌ
ギ
よ
り
も
精
K

少
な
し
・
未
蛮
芽
粒
に
於
て
、

第2園 第1回試験

貯蹴中t亡於ける轍及び費芽の飲況

昭和u;年9局28日古屋影

ら
れ
ざ
り
し
が
故
に
、
試
験
の
結
果
衰
を
省
略
す
。
ぎ
フ
カ
シ
の
貯
蹴
中
に
於
け
る
強
芽
せ
る
幼
植
物
は
第
四
国
の
如
し
・

一
年
後
に
蛮
芽
カ
を
有
す
る
種
子
が
見

以
上
の
結
果
に
よ
り
て
、
関
係
作
淑
度
一

o
o
d
w直
の
も
の
は
、
貯
蹴
中
に
種
子
の
水
φ
含
量
を
増
加
す
れ
ど
も
、
九
O
U
W
以
下
の
開
係
漁

。“

度
に
於
て
は
種
子
の
水
分
は
減
少
せ
h
v
。
之
は
第
二
報
《

κ於
て
述
べ
た
る
杉
、
槍
の
種

T
と
は
呉
れ
h
v
。
杉
、
槍
の
種
子
は
、
聞
係
揖
度

六
O
u
"に
於
℃
平
衡
b
E
保
ち
、
之
よ
h
y』
制
度
大
な
れ
ば
種
子
は
吸
場
じ
た
る
を
見
た
り
。

関
係
漁
度
八
O
d
m匪
の
も
の
L
内
、
ク
ヌ
ギ
に
於
主
義
芽
粒
の
中
、
二
五
dw
は
一
ヶ
年
の
蛮
芽
の
を
精
せ
る
も
、
他
は
既
に
生
存
カ
を



第 1回試験第 3闘

貯雌中t乙費芽したるクヌギの幼植物

第4閲第 1回試験

貯蔵中に費芽しだるシラガシの幼植物

失
へ
り
。
八
O
%
以
下
の
闘
係
漏
度
に
於
て
は
種
子
は
乾
燥
に
過
ぎ
て
乾
回
せ
り
。

昭利15年 9昆28日銀彫

昭和15年 9周2B日撮影

此
時
用
ひ
し
閥
係
漁
度
は
、
何
時
に
て
も
恒
渦
と
云
ふ
に
あ
ら
宇
し
て
、
種
子
貯
離
中
に

位
に
増
加
せ
る
を
認
め
た
り
。
と
れ
殻
斗
科
種
子
自
開
に
於
て
多
く
の
水
分
を
保
有
せ
る
を
示
す
な
り
・

抽
鴨
木
冨
帽
子
め
貯
蔵
裁
蟻 λ

0
1
S八
五
係
、

第
三
銀

五
一
一
玉

測
定
し
て
計
算
し
た
る
に
、

種
子
の
水
分
を
吸
牧
し
て
、
白
か
ら
硫
酸
は
稀
脚
押
せ
ら
れ
て
、
そ
の
漁
度
を
抽
唱
す
も
の
な
り
。
大
関
一
ヶ
年
後
に
於
て
ー
そ
の
硫
酸
比
重
を

元

σ↓
七
O
u
w
、
四
O
↓
五
五
%
、
二
O
↓
一
一
一
七
dn
、
一
O
ι
二
八
%
、

0
・六

4
一
四
%



体
水
面
帽
子
の
貯
蔵
試
厳

第
三
回
穂

五
二
六

-
品
、
第

回

試

〈
昭
和
一
五
年
一
一
月
V

肢

ー-

一
、
試

料

昭
和
一
五
年
一
一
月
に
倉
敷
市
酒
常
に
於
て
採
集
せ
る
P
只
ギ
の
種
子
を
試
料
と
し
て
、

一
一
月
一
八
日
に
貯
縦
一
堂
開
始
せ
hv
。

二
、
貯

菰

方

法

第
一
回
試
験
の
結
果
に
鑑
み
て
、
そ
の
闘
係
漁
度
堂
一

O
O、
九

O
、
八

O
、
七

O
、
六

O
d
wの
五
直
と
た
し
て
、
第
一
固
と
同
じ
く
同

型
の
ヂ
シ
ケ

1
タ

l
k使
用
し
て
、

一
デ
シ
ケ
l
タ
l
中
に
試
料
を
一
一
ニ

O
g宛
を
入
れ
た
り
。
向
貯
蹴
賞
初
既
に
護
芽
せ
し
粒
を
も
紙
袋

に
別
封
し
て
同
ヒ
デ
シ
ケ
l
タ
l
中
に
入
れ
て
貯
蹴
せ
り
。
元
来
ク
ヌ
ギ
等
の
種
子
は
、
営
業
者
は
一
般
に
秋
に
採
種
直
後
に
首
固
に
蒔
き

付
く
る
か
、
若
し
く
は
春
に
な
げ
て
蒔
く
も
む
な
り
。
土
中
に
あ
り
て
褒
芽
す
る
迄
に
、
或
は
地
下
に
貯
磁
中
に
害
損
及
び
他
動
物
に
よ
る

被
害
多

L
・
殊
に
歯
車
両
の
茜
し
き
時
は
、
品
・
分
は
被
害
粒
友
る
場
合
・
あ
り
。
営
業
者
が
秋
蒔
に
た
ず
か
、
車
骨
蒔
に
な
す
か
は
、
そ
の
気
候
風

・

川

リ

Y

土
に
よ
り
て
決
定
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
春
戸
地
方
に
於
て
は
、
車
骨
迄
貯
ふ
る
と
と
が
必
剤
官
僚
件
た
り
。
前
回
U
の
試
験
に
於
て
は
ク
ヌ
ギ

を
室
温
に
於
て
一
ヶ
年
貯
蹴
す
る
と
と
の
困
難
な
る
を
見
た
る
が
故
に
、
今
回
は
春
及
び
一
ヶ
年
後
に
取
り
出
し
て
、
費
芽
試
験
を
行
ひ
た

り

、

三
、
貯

蹴

県

結

貯
械
の
結
果
は
第
二
衰
の
如
し
。

第
二
表
に
よ
り
て
霊
年
三
月
下
旬
に
於
け
る
貯
蹴
蹴
況
を
見
る
に
、
費
芽
粒
b
E
貯
ヘ
し
も
の
は
、
関
係
漁
度
八

O
d
mが
良
好
に
し
て
、
腐



敗
せ
る
粒
も
少
な
く
、
叉
乾
燥
枯
死
す
る
も
の
も
少
な
し
.

是
等
費
芽
粒
b
t

圃
場
に
蒔
き
た
る
に
、
全
部
に
首
を
生
じ

桃
木
緒
子
の
貯
蔵
訟
.

第
三
組

第5園 第 2回試験

闘係協度と蛮芽粒幼植物の貯蔵中に於けるf中長R犬況

100%直 90%直初予4直

昭和16年 3周27日

6O%lK 70%li![ 

クヌギ種子の貯蔵と関係淑度との関係

昭 利 16 年 3 用
関係謀者度

抑 I~芽粒の|外崎|健全粒の!腐敗附|m教 育歩台素粒理費最善苦fWf寺 E聖書~iJJ値物の大き

'‘ '‘ 
特 ll¥n 

100 12 100 一 一 16 E聖芽粒の芽榎i主申 !1.3 
電車

釦 30' 1∞ 一 4 曹 長し 11.7一芽
釦 30 90 一 一 2 h 中 6.5 I 

粒
70 20 1∞ 括提 8 短し2.2一 一 " 極
60 13 1∞ 調陸部 短し2.0一 一 " 
由

1∞"'a ャ '‘ 1∞ 7 28 40 16 震芽粒の努授は短し3.0
麗

90 17 1∞ 20 印 2 長し 9.8" 
子 '80 6 1∞ 25 100 3 曹 申 6.2 

70‘ 。 お 40 ~艶 2 。
医

回 。 19 10 話嫌15 。

第 2回試験第2表

五
二
七

(1) 昭和15年11周 貯蔵開始瞥時の授芽位の水分倉蜜お.6%0

(2) 全期の種子の授芽歩合47%、その含水置は35.S"な旬。

機-一"乾燥して芽銀ほ黒鍾枯死。

割民自民・・・種子I~皮裂け乾固す。

備考



抽
幌
木
畢
帽
子
の
貯
蔵
厳
島
暦

aF=.圃
胃

玉
二
八

て
生
育
せ
h

，
。
叉
九
O
d
m
滋
度
も
可
怠
る
が
、
芽
根
が
伸
び
過
ぎ
た
り
。

一
O
O
u
m
滋
度
中
に
於
て
は
庸
敗
粒
多
し
、
而
し
て
九
O
M
淑
度

区
よ
り
一
C
O
M
-
漁
度
直
中
に
於
て
芽
棋
の
却
っ
て
短
き
を
認
め
た
り
。
操
度
七
O
U
拘
置
に
於
て
は
、
乾
燥
死
の
も
の
鞘
k

多
く
、
六
O
d
w

直
v
h

於
て
は
、
七
O
d
w
直
以
上
に
乾
燥
死
多
し
。
(
第
五
闘
)

¥
 

芝
完
全
種
子
を
貯
へ
し
E
n
蛮
芽
せ
ざ
る
懇
に
つ
き
で
見
る
.
に
、
関
係
揚
度
λ
0
4
河
直
が
最
も
良
好
な
り
。
郎
ち
↓
五
%
位
は
貯
灘

中
に
嚢
芽
せ
る
も
腐
敗
粒
少
な
く
、
外
観
健
全
に
見
え
る
粒
は
一
o
o
u
n
費
芽
す
。
失
い
で
七
O
d
n
E
は
貯
難
中
に
費
茅
せ
る
粒
無
く
、
外

観
の
健
全
粒
が
多
く
碕
れ
る
も
、
そ
の
粒
は
殻
芽
歩
合
が
少
な
く
し
で
四
O
%
に
過
ぎ
ざ
る
故
に
、
渦
世
八
o
u
w
直
に
劣
る
を
認
め
た
り
・

渦
度
六
O
d
p
E
に
於
て
は
、
乾
操
に
過
ぎ
て
半
分
ー
は
乾
燥
死
ず
。
叉
外
観
健
全
に
見
ゆ
る
粒
も
僅
か
に
一
O
M
の
護
芽
に
過
ぎ
や
。

一
方
九

.ふ

U
d
芳
揖
度
直
し
に
於
て
は
、
強
芽
粒
は
多
け
れ
ど
、
是
等
は
成
育
す
る
故
に
、
蒔
き
付
く
る
も
差
支
な
し
・
さ
れ
ど
健
全
粒
と
思
は
る
h

も
の

も
、
費
芽
歩
合
は
六
G
u
n
k
過
ぎ
や
し
て
、
外
翻
健
全
と
見
ゆ
る
も
、
内
容
に
於
で
四
O
M
W
は
腐
敗
枯
死
せ
る
も
の
な
り
。
渦
度
一
O
O
M
河

直
は
更
に
不
良
訟
担
。
《
第
六
、
七
圃
)

貯
蔵
竿
ヶ
年
後
、
白
ち
昭
和
一
六
年
五
月
二
O
日
に
観
察
し
た
る
場
合
、
護
芽
粒
を
貯
へ
し
直
も
種
子
を
貯
へ
し
直
も
、
雨
者
共
に
一
O

o
u
w
直
は
慣
が
大
鷲
生
を
た
し
て
、
九
σ
d
拘
置
は
少
し
く
償
費
生
し
た
る
も
、
λ
o
d
w
匿
に
於
て

ι聾
芽
粒
は
生
き
て
居
-P
、
種
守
直
も
を

の
接
褒
炉
せ
し
も
の
五
O
d
n
あ
U
-た
り
。
漁
度
七
O
u
m
直
に
於
て
は
、
帯
民
芽
粒
は
乾
燥
死
し
、
完
全
種
子
直
は
未
登
芽
吠
態
に
て
臨
時
れ
る
も

そ
の
中
幾
何
%
費
芽
カ
あ
り
や
疑
は
し
・
漁
度
六
O
d
拘
置
は
乾
燥
に
よ
っ
て
殆
ん
"
と
全
部
死
し
た
る
が
炉
レ
・

同
年
八
月
一
五
日
佐
観
察
し
た
る
に
、
護
芽
粒
を
貯
へ
し
も
の
は
、
掃
度
八
O
u
w
直
も
幼
根
の
先
端
が
黒
色
に
乾
回
し
て
最
早
や
生
育
は

困
難
な
り
?
と
見
え
た
り
。
種
子
を
貯
へ
し
も
の
も
、
貯
蹴
中
費
芽
せ
る
も
の
は
同
様
に
搬
を
生
巴
た
b
@
未
乾
聞
の
も
の
四
0
4
F位
あ
り
た



' 
' 

の
直
は
徹
を
費
生
し

h
v
e

閥
係
漁
度
七
C
d
m
以
下
の
匡
は
乾
悶
死
せ
り
。
漁
度
九
O
M以
上

て
不
良
な
り
き
.

一O
月
中
旬
に
取
.

り
出
し
て
未
乾
聞
の

粧
を
置
床
し
た
る
が

何
れ
も
殻
芽
す
る
も

の
な
し
。
渦
度
ハ
O

d
w
E
に
於
て
は
、
前

回
の
試
験
に
於
て
は

二
五
%
(
第
一
表
)

費
芽
し
た
れ
ど
、
今

回
は
一
粒
も
琵
芽
せ

第6聞 第 2回試験

閥係構度とその貯磁中のクヌギ種子d';)欣況

60%直70%直80%直90%匡100%直

昭和16年 3且'zl日領彫

‘ 

第 2回試験

闘係潟度とその貯離中に費芽したる大たる幼植物

1∞%直 80%直90%直

第7闘

ぎ
り
き
.
と
れ
は
、

貯
蝋
首
初
、
第
一
回
試
験
の
種
子
は
九
o
u
m
の
稜
芽
歩
合
乞
有
す
る
良
好
な
る
種
子
な
り
し
が
、
今
回
四
七
dm
の
殻
芽
に
過
ぎ
ざ
り
し
不
良

種
子
を
用
ひ
た
る
に
よ
る
た
り
。

抽
掛
木
種
子
の
貯
蔵
誠
圃
層

第
て
副
咽

五
ご
丸



総
木
穂
子
の
貯
蔵
誌
島
田

五千二

O

第
三
経

要
之
、
此
試
験
に
於
て
は
一
ヶ
年
後
ま
で
は
、
何
れ
の
試
験
直
も
費
芽
カ
保
存
が
困
難
た
る
宣
見
た
り
。
唯
春
蒔
、
の
時
期
迄
か
、
或
は
b
T

ヶ
年
後
迄
は
、
八
O
U
W
の
滋
度
が
遁
良
な
り
。
種
子
匿
に
於
て
は
、
七
O
d
m漁
度
直
に
於
て
は
未
費
芽
の
ま
L
貯
べ
る
と
と
を
得
れ
ど
、
そ

の
費
芽
歩
合
が
四

O
Mに
低
下
す
る
故
に
、
と
の
直
は
乾
燥
に
温
ぐ
る
も
の
と
思
は
る
。
恐
ら
く
聞
係
掛
度
七
O
l八
oumの
聞
に
遁
漁
が

存
在
す
る
な
ら
ん
.

回
、
第
.圃圃.
ー-
試

《
昭
和
一
六
年
一
二
月
〉

験

回

第
て
二
回
共
に
、
硫
離
に
て
J

ア
シ
ケ
1
グ

I
中
の
関
係
漁
度
を
調
節
し
た
る
も
の
な
る
が
、
此
場
合
に
硫
酸
は
貯
蔵
中
に
そ
の
種
子
の

水
分
を
吸
収
し
て
、
震
め
に
漏
度
自
か
ら
襲
化
す
。
今
回
は
此
貼
を
考
慮
し
て
、
諸
種
の
腫
類
の
飽
和
博
液
を
用
ひ
て
関
係
掛
皮
を
調
節
し

た
り
。
此
場
合
‘
強
め
飽
和
溶
液
に
要
す
る
量
よ
り
梢
々
多
く
軍
類
を
添
加
し
て
置
け
ば
、
種
子
中
の
水
分
を
吸
敬
す
る
も
、
常
に
飽
和
の

紙
態
に
保
つ
ぺ
し
・
よ
っ
て
そ
の
関
係
漁
度
は
恒
漁
に
保
ち
得
ら
る
べ
し
、

一
、
試

草寺

昭
和
一
六
年
秋
産
ク
ヌ
ギ
及
ア
カ
カ
シ
の
種
子
を
岡
山
鯨
久
米
郡
大
掛
和
村
よ
り
杉
山
通
夫
氏
の
斡
旋
に
よ
り
て
取
り
寄
せ
、
周
年
一
二

月
二
三
日
よ
り
貯
臓
を
開
始
せ
り
。

二
、
貯

臓

方

法

前
に
越
ぺ
し
趣
意
に
よ
っ
て
、
戎
の
堕
類
に
よ
っ
て
種
々
の
異
れ
る
関
係
漁
度
b
L
作
れ
h
y
@
(
出

E
耳
目
0
2
0
の
報
告
に
よ
予
V

ー



関
係
渦
度

九
三
%

八
二
%

七
O
u
n

聾
類

機
類

聞
係
渦
度

硫
融
問
ナ
ト
リ
ウ

A

〈
ZSω
。
‘
呂
田
・
0
)

八
四
d
n

臭

素

カ
り
占
ソ
ム
(
剛
内
切
同
〉

無
水
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
・

(ZSω

。。

盤

化

ナ

ト

p
ウ
ム
〈
Z
h
w
Q
V

七
六
d
n

硫

硝
酸
ア
ジ
モ

酸
三
一
二
・
一
一
一
%
(
恒
掃
に
あ
ら
や
)

六
四
dw

=
ヤ

(ZFzpv

五
O
u
n

堕

化

カ

ル

シ

ウ

A

〈の加の

r
a田
園
。
)

前
記
聾
類
h
L
水
一

O
の
ω
に
、
飽
和
に
要
す
る
水
量
よ
り
柑
身
多
量
を
用
ひ
て
、
之
に
ク
ヌ
ギ
ご
二
五

g
、
カ
シ
一
五

O
gを
封
入
し
た

三
二
d
n

硫

酸
四
三
・
四
dw
〈
恒
調
酬
に
あ
ら
や
〉

再
び
製
離
せ
り
。

h

少
。
室
温
貯
蔵
と
穴
埋
蹴

m
一
月
一
三
日
に
入
れ
た
り
〉
と
に
た
し
て
、
霊
稼
四
月
一
二

O
日
に
一
度
取
り
出
し
て
槍
査
し
、
五
月
一

O
日
に

一
O
月
中
旬
に
最
後
の
検
査
宣
行
ひ
た
り
。

}
ニ
、
貯

蔵

果

貯
蹴
の
結
果
は、結
第

表
の
如
し

第
三
表
に
よ
っ
て
、

ク
ヌ
ギ
は
関
係
渦
一
度
六
四
，
%
以
上
の
直
に
於
て
は
、
室
内
、
穴
埋
戴
共
に
、
貯
蹴
中
に
褒
芽
し
た
る
粒
を
認
め
た

り
。
而
し
て
そ
の
護
芽
の
割
合
は
関
係
渦
度
に
比
例
せ
り
。

一
方
叉
六
四
%
漁
度
の
も
の
は
‘
乾
間
粒
も
可
な
hv
多
く
生
じ
た
り
。
四
月
下

句
の
調
査
に
於
て
は
、
漁
度
七
六
%
〈
康
化
ナ
ト

p
ウ
ム
〉
直
が
費
芽
粒
も
少
な
く
、
乾
回
せ
る
粒
も
少
な
く
、
殻
芽
歩
合
が
室
内
、
穴

埋
臓
共
に
良
好
た
り
。
さ
れ
ど
一

O
舟
中
旬
に
於
て
は
、
そ
の
未
費
芽
粒
は
殆
"
と
乾
聞
し
て
殻
芽
力
を
保
存
せ
る
も
の
無
し
。
依
っ
て
此
七

六
%
直
も
一
ヶ
年
貯
蔵
に
於
て
は
乾
燥
に
過
ぎ
る
が
如
く
思
は
る
L
な
h
y
。
八
二
%
滋
度
直
は
、
そ
の
賓
験
結
果
を
合
水
量
な
E
よ
り
考
察

す
れ
ば
無
水
硫
酸
ナ
ト
H
J
ウ
ム
が
多
少
吸
禍
し
た
る
ら
し
〈
、
恐
ら
く
、
そ
の
聞
係
掛
度
は
丸
o
u
n以
上
な
ら
ん
.

品
柿
木
種
子
の
貯
畠
田
鼠
酸
、

五一一二

a
F
毛
織
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表
第

3
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ク
ヌ

ギ
、

ア
カ

カ
シ

種
子

の
貯

戴
と

関
係

滋
度

と
の

関
係

.
 

昭
和

17
年

4
足

下
旬

の
議

資
昭

和
17

年
10

居
中

旬
の

調
査

震
額

貯
蔵

関
係

濃
度

禾
授

芽
粒

未
設

芽
枇

話
量
所

貯
蔵
中

の
米

乾
固

貯
量
在
中
の

未
乾

固
設

芽
粒

乾
回

|
未

聞
設

芽
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合
徹

夜
生
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却
.
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%
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E
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コ
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コ
ト

と
奮

を
議
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す

る
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の
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し
て

震
努

力
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な
き

と
と

&
磁

め
た

り
。

3
-

※
印
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関
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穫
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貧
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結
果

よ
り

見
て
9
0
%
位

と
思

は
る

。
恐
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薬
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よ
る

も
の

は
漸

次
高

穏
と

な
る

放
に
7
6
%
N
aC

l
匝

よ
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品
神
木
薦
子
の
貯
直
属
試
駿

第
三
砲

玉
三
岡

第
三
表
に
よ
れ
ば
.
ア
カ
ガ
シ
は
貯
蹴
中
に
費
芽
じ
た
る
も
の
な
け
れ
ど
、

一
方
一

O
月
下
旬
に
は
、
そ
の
未
乾
聞
の
も
の
も
費
芽
カ
を

保
存
し
た
る
も
の
な
し
・

要
す
る
に
、
四
月
下
旬
《
賓
際
の
有
放
期
間
〉
迄
の
貯
離
試
験
の
結
果
は
識
度
八
四
%
直
が
最
も
良
結
果
に
し
て
、
戎
が
七
六
%
直
、
九

一
二
%
直
た
り
。
而
し
て
穴
埋
臓
が
室
内
貯
蹴
ょ
げ
も
梢
々
不
良
と
見
え
し
は
、

り
し
か
、
そ
の
原
因
明
か
な
ら
争
。

一
l
五
月
中
の
温
度
が
穴
埋
蹴
の
方
が
梢
k

高
温
の
鵡
め
た
・

一
O
月
中
旬
(
採
集
一
ヶ
年
後
)
迄
は
殻
芽
力
を
保
持
す
る
も
の
た
か
り
き
。
印
ち
八
四
dw直
以
下
の

闘
保
協
度
に
於
て
は
乾
聞
粒
を
多
く
生
じ
、
未
乾
周
粒
が
少
た
く
、
九
一
二
%
漁
度
匿
に
於
て
は
未
乾
国
粒
が
多
く
し

τ、
徹
を
費
生
せ
h
y
。

そ
の
粒
に
は
費
芽
カ
無
か
り
し
故
に
、
同
じ
く
貯
臓
の
放
果
無
し
。
諸
種
の
畳
類
の
飽
和
溶
液
に
よ
り
て
関
係
渦
度
を
調
節
し
た
る
も
、

ヶ
年
聞
の
費
芽
カ
を
保
持
す
る
闘
係
渦
度
は
遂
に
見
営
ら
ぎ
り
ぎ
.

玉
、
考

察

前
述
三
回
の
貯
蔵
試
験
に
於
て
‘

一
ヶ
年
間
費
芽
力
を
保
持
し
た
る
試
験
直
は
、
僅
か
に
、
第
一
回
試
験
に
於
て
、
ク
ヌ
ギ
の
八
O
U河
渦

度
直
が
、
そ
の
未
乾
間
粧
に
於
て
二
五
%
の
費
芽
カ
を
保
存
せ
る
に
過
ぎ
歩
。
さ
れ
ど
第
二
回
試
験
に
於
て
は
、
最
初
の
ク
ヌ
ギ
の
費
芽
が

不
良
に
し
て
約
五

O
Mに
過
ぎ
ざ
り
し
矯
め
、
八
O
d
w渦
度
匿
に
於
て
も
、
一
ヶ
年
の
費
芽
力
無
か
り
き
。
他
は
何
れ
の
試
験
に
於
て
も
一

ヶ
年
後
の
費
芽
カ
は
無
く
し
て
、
、
貯
械
は
失
敗
に
師
せ
り
。
さ
れ

E
採
種
常
時
秋
蒔
を
不
利
と
す
る
地
方
に
於
て
、
春
迄
の
貯
離
を
要
す
る

場
合
に
は
、
閥
係
滋
度
入
O
d
n
前
後
に
で
貯
べ
る
が
、
袋
入
又
は
嶋
入
よ
り
も
良
好
な
り
。
叉
採
種
首
時
芽
の
出
マ
し
種
子
も
、
之
を
八

o

d
w
の
卿
係
渦
疫
に
貯
ふ
れ
ば
、
事
骨
に
之
を
蒔
き
付
く
る
も
生
育
す
る
が
故
花
、
利
用
可
能
去
る
を
知
り
k
b。



五
、
闘
係
滋
度
九
O
u
w直
に
於
一
て
は
貯
蔵
中
に
費
芽
せ
る
も
の
あ
れ
ど
、
是
等
は
枯
死
し
、
未
費
芽
粒
は
腐
敗
せ
h
y
。

一
O
O
M温
度
に
於

種
子
は
之
を
八

o
u
m
の
漁
度
に
置
け
ば
、
犬
償
そ
の
水
分
合
量
は
第
て
一
こ
表
よ
り
考
察
す
れ
ば
、
二
O
i二
五
dwに
於
て
平
衡
す
る
に

あ
ら
や
や
。
依
ヨ
て
此
程
度
の
水
分
に
種
子
を
保
持
す
る
が
貯
戴
上
遁
首
た
る
べ
し
・

第
一
報
に
於
て
温
度
O
i五
度
に
於
て
貯
蔵
せ
ば
ニ
ヶ
年
貯
臓
し
得
ら
れ
る
と
と
を
知
り
、
叉
此
試
験
に
於
て
漁
度
八
O
U
W
K於
て
種
子

が
最
も
良
好
の
献
態
に
あ
る
を
認
む
る
が
放
に
、
結
局
渦
度
八

O
d
n、
温
度
O
l五
度
に
貯
ふ
れ
ば
良
部
に
貯
蔵
し
得
ら
る
も
の
と
云
ふ
ぺ

し
。
さ
れ
ど
賓
際
に
春
蒔
の
時
貯
戴
す
る
に
は
、
従
来
行
は
る
L
如
く
川
砂
犯
混
じ
て
地
中
に
埋
め
置
く
と
と
の
結
局
有
利
た
る
に
師
着
す

る
た
り
@

穴
、
摘

要

て
ク
ヌ
ギ
及
カ
シ
の
種
子
を
ば
、
如
何
に
す
れ
ば
未
殻
芽
紋
態
に
て
貯
離
し
得
る
か
を
見
出
さ
ん
唱
と
し
て
、
貯
職
中
の
関
係
漁
度
と
種
子

貯
蔵
と
の
聞
係
を
斌
験
し
た
り
。

二
、
昭
和
一
四
、
一
五
、
一
六
年
に
、
三
回
試
験
を
繰
り
返
し
て
行
ひ
た
り
。

一
ニ
、
貯
離
の
結
果
は
何
れ
の
場
合
も
議
期
の
如
く
良
好
た
ら
ざ
り
し
が
、
比
較
的
に
関
係
漏
度
八

O
d
m中
に
貯
へ
し
場
合
が
、
未
蜜
芽
粒
多

く
、
柏
々
良
好
に
貯
へ
得
ら
る
h
を
知
り
た
り
。
さ
れ
ど
此
場
合
も
一
ヶ
年
の
貯
賊
期
聞
に
過
ぎ
ぎ
り
き
。

四
、
開
係
渦
度
七
O
u
m
Eに
於
て
は
貯
戴
中
に
一
日
一
種
芽
せ
し
粒
は
枯
死
し
、
未
蛮
芽
粒
は
乾
回
し
て
登
芽
せ
や
。
六

O
d
n渦
度
及
び
そ
れ

以
T
J

の
梯
度
に
於
て
は
、
貯
蹴
中
に
費
芽
せ
る
も
の
な
く
、
叉
未
費
芽
粒
は
全
部
乾
固
し
て
費
芽
カ
を
失
ひ
た
り
。

林
水
祖
母
子
の
貯
蔵
裁
陸
軍

第
三
銀

玉
三
玉
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関
節

株
木
田
帽
子
の
貯
蔵
試
陸
相

第
一
徹

般
斗
科
種
子

箆
響
研
究

第
三
二
容

二
八
一
一
1

2

一O
三

昭
和
一
六
年
一
一
一
周

線
本
語
帽
子
の
貯
媛
試
厳

第
三
経

五
三
六

て
は
徹
を
大
に
費
生
し
、
貯
蹴
中
に
全
部
費
芽
の
上
枯
死
せ
り
。

六
、
漁
度
八

O
Mに
於
て
種
子
の
水
分
は
大
約
二

O
i二
五
%
に
な
る
が
如
し
。
き
れ
ば
種
子
の
水
分
を
此
程
度
に
保
つ
が
貯
臓
に
遁
首
た

ら
ん
か
.

七
、
要
之
.
殻
斗
科
の
種
子
は
、
之
を
閥
係
撮
度
八

O
d
n、
温
度
O
i五
度
に
於
て
貯
ふ
る
と
と
最
も
良
好
な
ら
ん
。
然
ら
ざ
れ
ば
賓
際
的

に
は
、
川
砂
に
混
じ
て
地
中
に
埋
離
す
る
を
結
局
有
利
た
り
と
す
。
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